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創刊にあたって

大 橋 靖 雄
日本臨床試験研究会雑誌編集委員長・日本臨床試験研究会代表理事
東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻生物統計学分野

日本臨床試験研究会は，2009年9月1日に一般社団法人として設立されました。ホームペー
ジには，次のミッションを掲げています。
『臨床試験・臨床研究の最も重要な基盤は，研究を計画かつ遂行する，またこれらの活動
を支援する専門職の存在とその養成にあると，われわれは認識しています。本研究会のミッ
ションは，臨床試験・臨床研究に携わる専門職全体の知識と技術の向上を図り，職種の枠を
超えた情報交換と研究活動を推進することで，わが国の臨床試験・臨床研究の推進および質
の向上に寄与することです。そのために，専門職が一堂に会する集会と生涯教育のための研
修会を開催し，定期刊行物発行とホームページによる情報提供を行います。国際的な連携も
考慮し，また国内関連組織と協調し，専門職認定制度を設立することも将来の課題といたし
ます。』
上記にご賛同いただき，ご入会くださいました会員の方々には，深く感謝申しあげます。
本研究会は，2010年1月22日に第1回学術集会を，600名以上のご参加を得て，成功裡に開
催いたしました。多職種にわたる専門職の皆さまが一堂に会し，講演発表や情報交換を行う
初の機会が実現できました。同年6月12日には，総会と教育セミナーを開催し，多くの会員
にご参加いただきました。秋には，認定事業の第一段階として，GCP基礎に関する認定試験
を実施する予定でおります。
このたびは，すでにホームページを開設しセミナー開催などの情報提供は行ってきました
が，ミッションのひとつとして『日本臨床試験研究会雑誌』を創刊できる運びとなりました。
原著，総説，ケースレポートなどの投稿を受け付け，学術集会の記録も掲載していきたいと
考えております。一方的な情報提供を避け，双方向性を確保し，意見交換，議論の場として，
臨床試験・臨床研究の推進および質向上のための手段として運用していきたいと思います。
また，本誌は『薬理と治療』（Japanese Pharmacology & Therapeutics）の増刊号（supple-

ment）として発行されます。『薬理と治療』は，EMBASE（Excerpta Medica）およびChemical

Abstract Service（CA）のスクリーニング対象誌となっています。
日本臨床試験研究会の事業は，お陰さまで順調に歩んでおります。編集委員一同，本研究
会のいっそうの発展のために邁進してまいりますので，会員の皆さまには更なるご協力をお
願い申しあげます。
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